
「川に学ぶ体験活動協議会」（略称RAC）は、「川
の指導者」の育成や様々な活動を通じて川と人々の
関係をより深いものにしていくことを目的に、平
成12年9月に設立されました。令和5年度はコロナ
禍を越え、各地域での川の講座やイベントが活発に
なってきています。来年度は更に活発になりそうで
今からとても楽しみです。それでは最近のRACの
様子を報告させていただきます。

【第 22 回川に学ぶ体験活動全国大会 in 越前若狭】
令和5年10月21日（土）、22日（日）に福井県で

全国大会が開催されました。地元の方々及びRAC
会員団体、一般の方々を含めて総勢約120名にご参
加いただきました。基調講演で動画クリエーターの
方をお招きして、「私達が発信者」と題して基調講
演をしていただきました。事例発表につきましても
例年通りに各地域で活躍している方々からの発表
があり、エクスカーションでは地元の方々のおもて
なしの心が随所に見られる福井県の魅力いっぱい
のエクスカーションでした。来年は長野県大町市で
全国大会が開催される予定です。詳細については今
後RACのHPで広報をさせていただきます。皆様
のご参加をお待ちしております。

【沖縄県で初のリーダー講座開催】
今年はRACでは初めて沖縄県で川の指導者養成

講座（リーダー講座）を開催しました。大宜味村に
あるター滝での指導者講座です。座学については
Zoomで行い実習を現地で行うハイブリッドな講座
でした。RAC初の沖縄県で２名のRACリーダーが
誕生しました。その後、大宜味村の中学生21名が
ター滝で川の安全について学びました。今後、沖縄

県でも水辺の指導者が増えていくことを期待して
います。

【第 21 回 RAC フォーラム開催のお知らせ】
毎年行われているRACフォーラムを今年は下記

の通りに開催予定です。今年のテーマは「水辺活動
の安全って？」をテーマに川の指導者による「川に
学ぶ体験活動の安全宣言」を行う予定です。また、
新たに分科会で、生き物と川の環境について話題提
供もしていただきます。年度末のお忙しい時期だと
思いますが皆様のご参加をお待ちしております。詳
細につきましてRACのHPでご確認ください。

□令和6年3月9日（土）13：00 ～ 17：00予定
□東京海洋大学　越中島キャンパス　１号館
　（東京都江東区越中島2-1-6）

《NPO 法人川に学ぶ体験活動協議会》
東京都北区田端 1-11-1 勘五郎ビル 104
TEL:03-5832-9841　FAX:03-6893-2642
http://www.rac.gr.jp 

「川に学ぶ体験活動協議会」の活動紹介
NPO 法人川に学ぶ体験活動協議会　事務局長　大井　里美

①全国大会 in 越前若狭

②沖縄水辺の安全講座

水水辺辺活活動動のの安安全全っってて？？

日日　　時時｜｜令令和和６６年年３３月月９９日日（（土土））
　　　　　　　　  １１３３：：００００～～１１７７：：００００（（仮仮））
会会　　場場｜｜東東京京海海洋洋大大学学  越越中中島島キキャャンンパパスス
　　　　　　　　  東東京京都都江江東東区区越越中中島島２２－－１１－－６６

参参加加費費｜｜22,,000000円円（（１１８８時時（（仮仮））かかららのの交交流流会会費費　　44,,000000円円程程をを予予定定））

対対象象者者｜｜フフォォーーララムムのの内内容容ややRRAACCのの活活動動にに興興味味ががああるる方方

主催　NPO法人川に学ぶ体験活動協議会

この活動は河川財団の河川基金の助成を受けて活動しています

2023年水難事故のニュースが多く取り上げられ、全国的にもライフジャケットの
着用が推進されるなど、水辺の安全について注目されています。今回のフォー
ラムでは、2024年度に向けて、「川に学ぶ体験活動安全宣言」を行います。また、
組織としての安全力向上のための基調講演と分科会、生き物と川の環境につ
いての分科会も開催されます。RACリーダーや関係団体、個人の方どなたでも
参加できます。
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第
94
回

久
し
ぶ
り
に
ひ
と
り
旅
に
出
た
。「
た
び
」
と
は
、
古
く
は
必
ず
し
も
遠
方
に
行
く
こ
と

の
み
を
言
わ
ず
、
住
み
か
を
離
れ
て
一
時
よ
そ
へ
行
く
こ
と
を
す
べ
て
「
た
び
」
と
言
っ

た
そ
う
だ
が
、「
旅
行
」
と
は
違
う
こ
の
響
き
が
気
に
入
っ
て
い
る
。
知
ら
な
い
街
を
歩
く
。

地
図
を
頼
り
に
東
へ
西
へ
。
日
本
中
に
山
も
川
も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
地
域
で
全
く
違
う

表
情
が
あ
る
。
そ
こ
に
身
を
置
く
と
、
い
つ
も
以
上
に
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然
に
魅
了
さ
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細
胞
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中
か
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ク
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し
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気
持
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が
あ
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れ
て
く
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。
ま
さ
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日
常
。
美
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の
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い

寄
せ
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は
一
休
み
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土
地
の
も
の
を
い
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だ
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、
土
地
の
人
と
ふ
れ
あ
い
、
そ
こ
で

大
切
に
さ
れ
て
い
る
も
の
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で
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。
旅
で
は
日
頃
の
「
ね
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
が
な
い
、

む
し
ろ
、
で
き
な
い
。
あ
る
意
味
「
あ
き
ら
め
の
時
間
」
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
実
は
日
々
、

必
要
不
可
欠
な
時
間
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
っ
て
お
き
の
自
分
だ
け
の
時
間
、
そ
し
て
、

大
切
な
人
に
想
い
を
馳
せ
る
時
間
と
し
て
。

藻
と
は
、
水
中
に
生
え
る
海
藻
・
水
草
の
総
称
で
、
万
葉
集
で
玉
藻
（
珠
藻
）
は
五
十

首
以
上
詠
ま
れ
て
い
る
。
沖
に
生
え
る
「
お
き
つ
も
」、
岸
辺
の
「
へ
つ
も
」、
川
に
生
え

る
水
草
の
「
か
は
も
」
な
ど
、
生
え
る
場
所
で
い
く
つ
も
の
言
葉
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
玉
」
と
い
う
の
は
人
間
を
守
り
助
け
る
働
き
を
も
つ
精
霊
の
よ
り
し
ろ
で
あ
る
。
丸

い
石
や
宝
石
も
玉
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
「
魂
の
宿
る
」「
神
聖
な
」
と
い
う
意
味
や
、
美
し

さ
を
表
す
接
頭
語
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
玉
藻
刈
る
、
玉
藻
な
す
、
玉
藻
な
び
く
と
多
様
な

表
現
が
あ
る
。
波
の
う
ね
り
に
な
び
く
海
藻
は
女
性
の
黒
髪
を
彷
彿
と
さ
せ
た
。
藻
が
流

れ
に
も
つ
れ
合
う
姿
は
共
寝
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
玉
藻
を
刈
る
情
景
は
旅
先
の
優
美
な
情

景
に
つ
な
が
っ
た
。
明
日
香
川
の
瀬
は
速
い
。
流
れ
の
中
に
い
て
、
心
は
ま
ま
な
ら
な
い
。

恋
を
し
た
ら
も
う
止
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
歌
は
、
冒
頭
の
広
大
な
明
日
香
川
の
情
景
か
ら

流
れ
の
中
の
玉
藻
に
ぐ
っ
と
寄
り
、
美
し
い
人
の
黒
髪
、
共
寝
が
浮
か
ば
れ
、
心
が
惹
き

つ
け
ら
れ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
愛
し
さ
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。「
明
日
香
川
の
瀬
々
の
玉

藻
が
流
れ
に
靡な

び

き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
心
は
妻
に
、
こ
ん
な
に
も
寄
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
よ
。」
明
日
香
（
飛
鳥
）
川
は
、
奈
良
県
明
日
香
地
方
を
流
れ
る
川
で
、
奈
良
県
高
市
郡

の
高
取
山
を
源
と
し
て
大
和
川
に
入
る
。
写
真
の
歌
碑
は
、
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
岡

橋
本
の
飛
鳥
川
沿
い
に
あ
る
。

川
に
出
た
。
清
ら
か
な
流
れ
は
ず
っ
と
見
て
い
た
く
な
る
。
時
を
忘
れ
、
今
こ
こ
に
い

る
こ
と
を
堪
能
し
た
く
な
る
。ふ
と
、た
く
さ
ん
の
奇
跡
の
中
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
思
う
。

う
れ
し
い
こ
と
も
あ
る
。
悲
し
い
こ
と
も
訪
れ
る
。
た
だ
目
の
前
の
こ
と
に
必
死
に
な
っ

た
日
、
穏
や
か
に
何
事
も
な
く
終
え
た
日
も
あ
る
。
人
生
と
い
う
流
れ
の
中
の
こ
の
一
瞬

を
、
思
い
の
ま
ま
に
楽
し
み
た
い
。
ど
こ
に
い
て
も
何
度
で
も
、
今
こ
こ
か
ら
始
め
た
い
。

眺
め
る
山
に
川
に
、
草
に
花
に
、
鳥
に
風
に
、
元
気
を
も
ら
い
な
が
ら
。
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（
巻
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三
二
六
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番
歌
）

相
聞
の
歌

奈良県高市郡明日香村岡橋本の飛鳥川淵にて
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